
肉盛溶接は機械部品の寿命延長や資源の有効活用につながる技術
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内容

肉
盛
溶
接
、再
生
・
保
守
で

新
品
を
超
え
る
機
能
付
加
も

　
「
杉
本
工
業
」
の
展
開
す
る
肉
盛
溶
接
・
溶
射
は
、

駆
動
部
品
な
ど
の
表
面
で
負
荷
の
多
い
部
分
な
ど

を
対
象
に
、
用
途
に
応
じ
た
金
属
を
肉
付
け
し
て

部
分
的
に
補
強
す
る
こ
と
で
、
摩ま

耗も
う
や
腐
食
に
対
し
て

耐
久
性
を
持
た
せ
、
全
体
の
強
度
を
確
保
す
る
技

術
。
希
少
金
属
で
作
っ
た
部
品
に
施
せ
ば
、
使
用
す

る
資
源
量
の
低
減
に
も
つ
な
が
る
。
機
械
部
品
の
寿
命

延
長
や
資
源
の
有
効
活
用
に
効
果
の
高
い
技
術
だ
。

　

ま
た
、
再
生
・
保
守
し
て
い
く
こ
と
で
新
品
を

超
え
る
機
能
を
付
加
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
杉
本

耐た
い
か
ん肝
社
長
は
「
貴
重
な
資
源
の
利
用
を
最
小
化

で
き
る
有
意
な
仕
事
。
広
い
意
味
で
環
境
技
術

と
も
言
え
る
」
と
話
す
。

強 み

原
発
・
防
衛
の
両
分
野
で

メ
ー
カ
ー
か
ら
の
評
価
実
績

　

肉
盛
溶
接
や
溶
射
を
施
す
対
象
の
１
つ
は
、

自
動
車
部
品
や
タ
イ
ヤ
、
建
材
に
使
う
樹
脂
押
し

出
し
成
形
機
の
シ
リ
ン
ダ
ー
や
ス
ク
リ
ュ
ー
。長
年
、

鉄
鋼
、
化
学
、
ゴ
ム
の
各
分
野
で
製
造
工
程
を
支
え

て
き
た
実
績
が
あ
る
。
継
承
し
て
き
た
特
殊
技
術
、

前
後
の
工
程
を
任
せ
る
協
力
会
社
と
の
信
頼
関
係

が
強
み
だ
。
原
子
力
プ
ラ
ン
ト
の
黎れ

い
め
い明
期
に
は
、

Ｐ
Ｗ
Ｒ
（
加
圧
水
型
原
子
炉
）
で
メ
ー
カ
ー
の
認
定

工
場
（
ス
テ
ラ
イ
ト
溶
接
肉
盛
）
と
し
て
仕
事
の

一
翼
を
担
っ
て
き
た
。

　

ま
た
防
衛
関
連
で
も
、
メ
ー
カ
ー
か
ら
銅
合
金

溶
接
肉
盛
の
認
定
工
場
と
し
て
指
定
を
受
け
て

い
る
。
高
い
技
術
が
求
め
ら
れ
、
厳
格
な
品
質
管
理

が
要
求
さ
れ
る
両
分
野
で
も
実
績
を
残
し
て
い
る
。

一貫
体制

旋
盤
加
工
に
事
業
領
域
拡
大
、

一
貫
体
制
を
志
向

　

新
た
に
機
械
を
導
入
し
て
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
を

雇
い
、
旋
盤
加
工
の
内
製
に
取
り
組
み
だ
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
肉
盛
溶
接
や
溶
射
の
工
程
だ
け
で

な
く
、
前
後
の
工
程
へ
と
事
業
領
域
を
広
げ
、
社
内

一
貫
体
制
の
確
立
を
志
向
し
て
い
る
と
こ
ろ
だ
。

「
リ
ー
ド
タ
イ
ム
の
短
縮
に
効
果
が
高
い
」
と
杉
本

社
長
は
狙
い
を
示
す
。
加
工
業
者
も
少
な
く
な
っ
て

お
り
、
加
工
委
託
で
は
融
通
も
利
き
に
く
く
な
っ
た

の
が
背
景
に
あ
る
。

　
一
方
で
仕
事
の
幅
を
広
げ
る
チ
ャ
ン
ス
で
も
あ
る
。

杉
本
社
長
は
「
こ
れ
ま
で
取
引
の
な
か
っ
た
業
界
、

企
業
に
も
積
極
的
に
営
業
し
た
い
」
と
意
欲
を
見
せ

る
。
軌
道
に
乗
れ
ば
、
他
工
程
に
つ
い
て
も
内
製
を

検
討
し
て
い
く
と
い
う
。

今後の
展望

自
動
化
に
挑
戦
、こ
れ
か
ら
も

技
術
で
産
業
に
貢
献
を

　

こ
れ
ま
で
難
し
か
っ
た
自
動
化
技
術
の
確
立
に

挑
戦
し
て
い
る
。
内
径
に
対
し
て
肉
盛
溶
接
が

容
易
に
で
き
る
「
内
径
溶
接
装
置
」
を
開
発
し
た
。

ま
た
平
成
28
年
春
に
は
外
径
溶
接
に
つ
い
て
も
半

自
動
溶
接
機
を
完
成
し
た
。
溶
接
は
作
業
の
多
く

を
職
人
の
技
術
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
の
が
現
状
。

強
み
で
あ
る
反
面
、
高
齢
化
や
若
手
の
人
手
不
足

な
ど
、
今
後
対
処
す
べ
き
課
題
も
見
え
て
い
る
。

　

後
進
の
育
成
に
取
り
組
む
一
方
で
、
品
質
安
定

が
容
易
と
な
る
自
動
化
も
視
野
に
入
れ
る
の
は

必
至
。「
技
術
が
人
を
育
て
、
人
が
技
術
を
生
む
」

と
杉
本
社
長
は
強
調
す
る
。
こ
れ
ま
で
に
培
っ
た

技
術
を
元
に
、
さ
ら
な
る
進
化
を
目
指
す
。

杉本工業 株式会社

産
業
機
械
を
支
え
て
き
た

＂環
境
技
術＂
に
誇
り
あ
り
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◦住　所	 〒574-0044 
	 大東市
	 諸福3-12-17
◦ＴＥＬ	 072-871-2761
◦ＦＡＸ	 072-873-5945
◦創　業	 昭和27年 2 月
◦設　立	 昭和35年 3 月
◦資本金	 1,000万円
◦従業員	 15名

主な事業内容
ハードフェイシング（溶射）
に関するエンジニアリングと
施工
主な取引先（納入先）
日本ニューマチック工業（株）、
積水化学工業（株）グループ、
住友ゴム工業（株）グループ

創業から６０年超。当初はアーク溶接主体でしたが、４０年ほど前
に特殊溶接技術中心へ転換。鉄鋼・化学・ゴムの各産業に
技術で貢献してきました。技術者だった先代の杉本保は、自らの
溶接技術を芸術的なものとしてとらえ、さまざまなアイデアを
磨いてきました。その挑戦のＤＮＡは今も根付いています。

代表取締役 杉本 耐
たいかん

肝さん

当 歴の社 史

スクリューなど
大物への施工も得意
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